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元帳参照の処理にてエラーが発生した場合 
 

 

○得意先元帳参照・仕入先元帳参照などの処理にて下記のエラーが発生する場合 

  得意先(仕入先・在庫先)元帳参照を開こうとした際に画像のエラー画面が発生する場合がございます。 

 

   

     

[考えられる原因] 

  元帳参照の処理では、項目の幅や表示する項目をシステム利用している PC 毎に設定が行える 

  ようになっております。 こちらの設定ファイルがなんらかの原因で破損した場合に 

  エラーが起こる場合がございます。 

 

[確認方法・対処方法] 

  ・システムが入っているフォルダ内に、設定ファイルが保存されています。 

   そちらにあるファイルの中身もしくはファイルサイズを確認します。 

  ・ファイルが壊れている場合、設定ファイルを削除します。 

  ・再度 システムにて元帳参照が正常に開くことを確認します。 

   

  操作例は次ページから記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ － １ 



①システムが入っているフォルダ、設定ファイルの確認を行います。 

・インストールフォルダの初期値は「Windows(C:) 」の中にある[FMS]というフォルダになります。 

 ※ソフトの種類によって変わる場合がございます。[FLS](酒造販売向ソフト)、[PAS](製造業向ソフト)  

 

 

 

  フォルダの中を表示し、設定ファイルを確認します。 

  [更新日時]順にすると、上の並びに出てくることが多いです。 

  ※設定ファイルが元帳参照を閉じたときに更新され更新日時が新しくなるため 

 

  ☆設定ファイルの名前 (拡張子を表示している場合は後ろに[txt]が表示されます。) 

   得意先元帳参照： 得元参DGVS 

   仕入先元帳参照： 仕元参DGVS 

   在庫元帳参照 ： 在元参DGVS    

 

 

 

 ・設定ファイルを確認し、サイズが 0KB になっている場合  

  ファイルが破損していますので削除を行います。 

 ※サイズがある場合でも破損している場合がございます。 

  1ページ目のエラーが発生している場合は削除をお試しください。 

 

 

 

 

 

 

ページ － 2 



②削除後 再度システムから元帳参照を表示してみます。 

・先ほどのエラーが表示されなかった場合は、正常に動作しております。 

 ※設定ファイルの削除を行った場合、元帳参照の項目幅や表示項目は初期値に戻ります。 

  お手数おかけしますが、再度項目の設定をお願いいたします。 

 

 

 

 

 上記操作を試しても、エラーが改善されない場合は 弊社保守担当までご連絡ください。 
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